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井
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玄
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小

倉

健

太

郎

髙

橋

　
憲

正
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笛

小
鼓

大
鼓

御
茶
の
水

大
友
　
　
順

次
　
回
　
予
　
告

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
六
日

(

土

)

正
　
午
　
始

枕

慈

童

後
見

後
見

東
川
　
尚
史

宝
生
　
和
英

ワ
キ

水
上
　
　
優

藤
井
　
雅
之

ワ
キ

小
林
　
晋
也

於
　
　

宝
 

生
　

能
　

楽
　

堂

辰
巳
満
次
郎

渡
邊
　
茂
人

栗
林
　
祐
輔

ツ

レ

藪
　
　
克
徳 〈

　
休
　
憩
　
十
　
五
　
分
　
〉

14:05

間

住
駒
　
充
彦

安
福
　
光
雄

小
鼓

大
鼓

後
見

大
藏
彌
太
郎

髙
橋
　
憲
正

藤
井
　
秋
雅

大
藏
彌
右
衛
門

大

藏

　
教

義

ワ
キ上

野
　
能
寛

大
日
方
　
寛

福
王
　
和
幸

野
口
　
能
弘

間

五
 
 
雲
 
 
会

シ
テ

シ
テ

シ
テ ツ

レ辰
巳
　
和
磨

金
井
　
賢
郎

澤
田
　
宏
司

木
谷
　
哲
也

間

善
竹
富
太
郎

ワ
キ
ツ
レ

野
口
　
琢
弘

二
〇
一
九
年
十
月
十
九
日
（

土
）

田
崎
　
　
甫

小
野
寺
竜
一

終

演

予

定

　
十

七

時

頃

地
謡

地
謡

地
謡小

鼓
大
鼓

大
藏
　
基
誠

善
竹
大
二
郎

當
山
　
淳
司

金
森
　
良
充

金
野
　
泰
大

朝
倉
　
大
輔

森
　
　
貴
史

内
藤
　
飛
能

辰
巳
大
二
郎

金
森
　
隆
晋

金
森
　
秀
祥

武
田
　
孝
史

小
倉
健
太
郎

和
久
荘
太
郎

笛
太
鼓

亀
井
　
洋
祐

髙
橋
　
　
亘

亀
井
　
雄
二

野
月
　
　
聡

今
井
　
泰
行

小
倉
伸
二
郎

熊
本
俊
太
郎

桜
井
　
　
均

　
　
　
　

演
　
目
　
の
　
解
　
説

　　
能
「

敦
盛
」
（

あ
つ
も
り
）

源
氏
方
の
武
者
「

熊
谷
直
実
」

は
、

平
敦
盛
を

自
ら
の
手
に
か
け
た
こ
と
に
深
い
思
い
を
抱

き
、

出
家
し
て
蓮
生
法
師
と
な
り
、

敦
盛
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
一
の
谷
に
向
い
ま
す
。

そ
こ

に
笛
の
音
と
共
に
草
刈
の
男
達
が
現
れ
、
「

草

刈
の
笛
木
樵
の
歌
」

の
話
を
し
、

一
人
の
男
が

残
り
ま
す
。

残
っ

た
男
は
蓮
生
に
弔
い
を
頼

み
、

敦
盛
の
霊
で
あ
る
と
仄
め
か
し
て
消
え
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
の
夜
在
り
し
姿
で
現
れ
た
敦

盛
は
、

合
戦
前
夜
の
陣
中
の
有
様
を
見
せ
、

自

ら
の
最
後
を
語
っ

て
蓮
生
に
感
謝
し
、

後
生
を

託
し
て
去
っ

て
行
き
ま
す
。

　
狂
言
「

御
茶
の
水
」
（

お
ち
ゃ

の
み
ず
）

お
寺
の
住
持
が
，
新
発
意
に
清
水
へ
水
を
汲
ん

で
く
る
よ
う
に
命
じ
ま
す
が
，
新
発
意
は
断
り

ま
す
。

仕
方
が
な
い
の
で
住
持
は
門
前
の
伊
茶

に
お
願
い
を
し
ま
す
。

以
前
よ
り
伊
茶
に
思
い

を
寄
せ
て
い
た
新
発
意
は
あ
と
を
つ
け
，
水
を

く
む
伊
茶
に
，
小
歌
ま
じ
り
に
求
愛
し
戯
れ
ま

す
。

伊
茶
の
帰
り
が
遅
い
事
を
心
配
し
た
住
持

が
見
に
く
る
と
・
・
。

　　
能
「

井
筒
」
（

い
づ
つ
）

在
原
寺
の
跡
を
訪
れ
た
僧
の
前
に
一
人
の
女
が

現
れ
ま
す
。

水
を
汲
み
、

花
を
手
向
け
る
女
に

不
審
を
抱
い
た
僧
は
言
葉
を
か
け
、

業
平
に
所

縁
の
あ
る
人
か
と
尋
ね
ま
す
。

女
は
生
き
て
い

る
時
か
ら
昔
男
と
言
わ
れ
て
い
た
業
平
に
何
の

所
縁
が
あ
り
ま
し
ょ

う
と
答
え
ま
す
が
、

紀
有

常
の
娘
と
業
平
の
恋
物
語
を
語
り
、

紀
有
常
の

娘
の
霊
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
井
筒
の
陰

に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
夜
、

僧
の
夢
に

業
平
の
姿
で
現
れ
た
女
は
、

美
し
い
舞
を
舞

い
、

井
筒
を
覗
き
込
み
、

そ
こ
に
恋
し
い
業
平

の
姿
を
見
て
、

夜
の
明
け
る
と
共
に
去
っ

て
行

き
ま
す
。

世
阿
弥
作
に
し
て
能
を
代
表
す
る
屈

指
の
名
曲
で
す
。

　
能
「

葵
上
」
（

あ
お
い
の
う
え
）

光
源
氏
の
正
妻
葵
上
は
得
体
の
知
れ
な
い
病
で

臥
せ
っ

て
い
ま
し
た
。
「

も
の
の
け
」

が
憑
い

て
い
る
と
考
え
た
朱
雀
院
の
臣
下
が
巫
女
に
梓

の
弓
を
引
か
せ
る
と
、

弓
の
音
に
惹
か
れ
て
高

貴
な
女
性
の
生
霊
が
現
れ
ま
す
。

臣
下
が
お
お

よ
そ
名
は
わ
か
っ

て
い
る
が
、

名
乗
り
給
え
と

請
願
す
る
と
、

女
性
は
六
条
御
息
所
の
怨
霊
と

名
を
明
か
す
と
、

源
氏
を
め
ぐ
っ

て
嫉
妬
の
心

が
強
く
沸
き
上
が
り
、

ま
た
賀
茂
の
祭
り
で
の

車
争
い
で
恥
を
か
か
さ
れ
こ
と
を
恨
み
、

冥
界

に
連
れ
去
ろ
う
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
、

横
川
小

聖
が
呼
ば
れ
て
祈
祷
が
始
ま
る
と
、

鬼
の
姿
と

な
っ

た
御
息
所
は
祈
り
伏
せ
ら
れ
、

つ
い
に
成

仏
し
て
去
っ

て
行
き
ま
す
。
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十
　
五
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13:30 12:00
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瀬
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十
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時
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）

笛

16:00


